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第
三
回
笠
松
町
議
会
定
例
会
が
九
月
九
日
か
ら
十
九
日
ま
で
開
か
れ
、
次
の
案
件
が
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

・
平
成
十
五
年
度
笠
松
町
一
般
会
計

補
正
予
算（
専
決
第
一
号
）

台
風
十
号
の
被
害（
倒
木
な
ど
）

の
復
旧
に
係
る
経
費
総
額
百
四
万

六
千
円
の
補
正

▽
岐
阜
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る
規
約

に
つ
い
て

本
巣
郡
穂
積
町
お
よ
び
巣
南
町

が
合
併
し
、
瑞
穂
市
と
な
っ
た
こ

と
に
伴
う
組
合
構
成
市
町
の
増
減

等
に
関
し
て
協
議
す
る
も
の
。

▽
平
成
十
五
年
度
笠
松
町
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

福
祉
医
療
費
助
成
、
身
体
障
害

者
保
護
費
等
お
よ
び
児
童
手
当
に

係
る
前
年
度
事
業
費
精
算
に
伴
う

国
・
県
へ
の
返
還
金
六
百
七
十
七

万
五
千
円
、
並
び
に
十
月
か
ら
開

始
さ
れ
る
全
国
公
的
個
人
認
証
サ

ー
ビ
ス
実
証
実
験
に
対
応
す
る
総

合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
L
G
W

A
N
）と
の
接
続
等
に
要
す
る
経

費
百
三
十
九
万
円
な
ど
、
総
額
九

百
三
十
一
万
三
千
円
を
増
額
補
正

す
る
も
の
。

▽
平
成
十
五
年
度
笠
松
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

前
年
度
事
業
費
精
算
に
伴
い
、
県

へ
の
返
還
金
お
よ
び
町
一
般
会
計
へ

の
繰
出
金
な
ど
、
総
額
七
百
五
十
四

万
円
を
増
額
補
正
す
る
も
の
。

▽
平
成
十
五
年
度
笠
松
町
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

笠
松
南
処
理
分
区
の
整
備
推
進
の

た
め
、
公
共
下
水
道
設
計
委
託
料
の

増
額
な
ど
、
総
額
一
千
二
百
四
万
四

千
円
を
増
額
補
正
す
る
も
の
。

▽
平
成
十
四
年
度
笠
松
町
水
道
事
業

会
計
決
算
の
認
定
並
び
に
剰
余
金

の
処
分
に
つ
い
て

給
水
戸
数
の
増
加
な
ど
に
よ
り

一
千
五
百
九
十
万
九
千
六
百
三
十

四
円
の
純
利
益
と
な
っ
た
。

な
お
、
剰
余
金
二
千
四
百
七
十

五
万
一
千
七
百
三
十
円
に
つ
い
て

は
、
減
債
積
立
金
に
五
百
万
円
、

建
設
改
良
積
立
金
に
一
千
万
円
を

積
立
し
、
残
額
九
百
七
十
五
万
一

千
七
百
三
十
円
を
翌
年
度
へ
繰
り

越
し
た
。

一
戸
当
た
り
の
一
月
平
均
使
用

水
量
は
三
十
立
方
メ
ー
ト
ル
で
、

平
均
使
用
料
金
は
二
千
五
百
五
十

六
円
で
あ
っ
た
。

（
追
加
議
案
）

▽
北
及
長
池
四
号
線
道
路
改
良
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

契
約
金
額

四
千
九
百
八
十
七
万
五
千
円

契
約
の
相
手
方

加
藤
組

▽
議
員
定
数
調
査
特
別
委
員
会
の
設

置
に
つ
い
て

（株）

堀
江
彰
さ
ん（
門
間
）が
高
齢
者
叙

勲（
八
十
八
歳
）の
地
方
自
治
功
労
で

「
勲
五
等
双
光
旭
日
章
」
を
受
章
、

八
月
二
十
九
日
に
自
宅
で
県
文
書
法

務
室
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

堀
江
さ
ん
は
、
昭
和
十
四
年
七
月

に
岐
阜
県
の
職
員
と
な
り
、
元
県
総

務
課
長
兼
県
史
編
集
室
長
を
務
め
る

な
ど
、
長
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の

振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
回

笠
松
町
議
会
定
例
会
開
会

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
審
査
会

勲
五
等
双
光
旭
日
章

堀
江

彰
さ
ん

町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の

「
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
」
の

募
集
に
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
の

皆
さ
ん
か
ら
六
十
七
点
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

九
月
八
日
に
審
査
会
が
開
か
れ
、

次
の
皆
さ
ん
の
作
品
十
点
が
優
秀
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
作
品
は
県
選
挙
管
理

委
員
会
主
催
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品

さ
れ
ま
す
。

【
小
学
校
の
部
】

（
敬
称
略
）

尾
藤

公
治（
笠
松
小
五
年
）

鈴
木

莉
幸（
笠
松
小
六
年
）

墨

厚
志（
笠
松
小
六
年
）

原
田
亜
沙
美（
笠
松
小
六
年
）

森

大
輔（
下
羽
栗
小
五
年
）

【
中
学
校
の
部
】

久
納
さ
句
ら（
笠
松
中
一
年
）

大
塚

健
太（
笠
松
中
二
年
）

亀
水

優
子（
笠
松
中
二
年
）

羽
賀

有
希（
笠
松
中
二
年
）

日
下
部
有
純（
笠
松
中
三
年
）

厚
生
労
働
大
臣
よ
り
委
嘱

主
任
児
童
委
員

坂
下
史
子
さ
ん

こ
の
度
、
主
任
児
童
委
員
に
坂
下
史
子
さ
ん（
北
及
）が
、
厚
生
労
働
大
臣

よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

児
童
に
関
す
る
心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

災
害
義
援
金
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

日
本
赤
十
字
社

笠
松
町
分
区

熊
本
県
南
部
お
よ
び
福
岡
県
集
中
豪
雨
、
宮
城
県
北
部
地
震
災
害
義

援
金
を
各
施
設
で
八
月
二
十
一
日
ま
で
受
付
け
ま
し
た
。

【
義
援
金
総
額
】

二
万
八
千
八
百
七
十
二
円

皆
さ
ん
か
ら
の
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
岐
阜
県
支
部
へ
振
込
み

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲力作揃いのポスター審査会
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第
五
回
岐
阜
広
域
合
併
協
議
会
が

八
月
二
十
九
日
、
長
良
川
国
際
会
議

場
で
開
催
さ
れ
、
次
の
事
項
に
つ
い

て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

《
前
回
か
ら
の
継
続
審
議
》

●

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て

岐
阜
市
が
保
険
者
と
な
り
運
営

し
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
の
保
険
料

に
つ
い
て
は
、
第
三
期
介
護
保
険
事

業
計
画
の
策
定
の
中
で
調
整
す
る
。

●

そ
の
他
福
祉
事
業
に
つ
い
て

災
害
援
護
資
金
・
災
害
弔
慰
金
に

つ
い
て
は
現
行
の
と
お
り
と
し
、
生

活
保
護
に
つ
い
て
は
岐
阜
市
制
度
を

適
用
す
る
。

《
今
回
の
議
案
》

●

町
名
・
字
名
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

各
市
町
の
意
向
を
尊
重
し
、
現
行

の
町
名
・
字
名
と
紛
ら
わ
し
く
な
い

よ
う
に
調
整
す
る
。

●

慣
行
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

市
民
憲
章
に
つ
い
て
は
合
併
後
速

や
か
に
制
定
し
、
市
章
に
つ
い
て
は

岐
阜
市
の
市
章
を
適
用
す
る
。

承
認
さ
れ
た
事
項

岐
阜
広
域
合
併
協
議
会
開
催

第
五
回

●

環
境
対
策
事
業
に
つ
い
て

ご
み
や
し
尿
の
収
集
方
法
、
収
集

料
金
制
度
等
に
つ
い
て
は
、
合
併
後

三
年
を
目
処
に
調
整
す
る
。

合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
制
度
に
つ

い
て
は
合
併
時
ま
で
に
新
た
な
制
度

に
統
一
す
る
。

●

国
際
交
流
・
広
域
交
流
事
業
に
つ

い
て

岐
阜
市
が
行
っ
て
い
る
国
際
姉
妹

都
市
・
友
好
都
市
に
つ
い
て
は
継
承

し
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
合
併
後
調

整
す
る
。

《
前
回
か
ら
の
継
続
審
議
》

●

児
童
福
祉
事
業
に
つ
い
て

乳
幼
児
医
療
費
助
成
等
に
つ
い
て

《
今
回
の
議
案
》

●

地
方
税
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

住
民
税
、
事
業
所
税
、
固
定
資
産

税
、
都
市
計
画
税
等
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て

※
こ
れ
ら
の
協
議
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
今

月
の
広
報
紙
と
と
も
に
お
届
け
し
た
「
岐

阜
広
域
合
併
協
議
会
だ
よ
り
第
五
号
」
に

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

個
人
住
民
税
均
等
割
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
継
続
協
議
へ

乳
幼
児
医
療
費
助
成
も
引
き
続
き
継
続
協
議

＊
1

都
市
計
画
税
と
は
、
都
市
計
画
事
業（
公
園
、
道
路
な
ど
の
施
設
）に
要

す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
の
目
的
税
で
す
。
市
街
化
区
域
内
に
あ
る
土

地
お
よ
び
家
屋
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

＊
2

事
業
所
税
と
は
、
環
境
の
整
備
、
改
善
に
関
す
る
事
業
に
要
す
る
費
用

に
充
て
る
た
め
の
目
的
税
で
す
。
人
口
30
万
人
以
上
の
都
市
に
所
在
す

る
事
業
所
床
面
積
の
合
計
が
1
、0
0
0
㎡
を
超
え
る
事
業
所
、
ま
た

は
従
業
員
が
1
0
0
人
を
超
え
る
事
業
所
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

税
率
は
、
床
面
積
に
つ
い
て
は
1
㎡
あ
た
り
6
0
0
円
、
従
業
員
給
与

総
額
の
0
・
2
5
％
と
な
り
ま
す
。

今
回
、
継
続
協
議
と
な
っ
た
「
地
方
税
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
」
は
、
住
民
生
活
と
密
着
し
て
お
り
、
住
民
の
関
心
度

も
高
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

行
政
が
賦
課
す
る
地
方
税
は
、
自
主
財
源
と
し
て
歳
入
の

根
幹
と
な
る
も
の
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、

必
要
不
可
欠
な
財
源
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
新
市
に
お
い
て
は
、
一
つ
の
地
域
と
し
て
の
一
体

性
の
確
保
、
負
担
の
公
平
、
健
全
な
財
政
の
運
営
を
基
本
に

税
率
等
を
統
一
し
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
合
併
す
る
市
町
間
で
、
住
民
税
の
税
率

が
異
な
る
場
合
や
、
都
市
計
画
税
や
事
業
所
税
を
課
税
し
て

い
る
、
課
税
し
て
い
な
い
と
い
っ
た
相
違
が
あ
る
場
合
は
、

合
併
に
よ
り
税
負
担
が
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
下
の
表
の
よ
う
な
調
整
案
で
、
関
係
市
町
と
協
議

を
行
っ
て
い
ま
す
。

継
続
協
議
と
な
っ
た
事
項

合併後の主な地方税の調整案
22年度21年度20年度19年度18年度17年度税目 現行

市
民
税

軽自動車税
固定資産税
都市計画税 ＊1

事業所税 ＊2

個
人

法
人

均等割
所得割
均等割
所得割

2,000円／年
3％～12％

50,000円～3,000,000円
12.3％

1,000円～7,200円
1.4％
制度なし
制度なし

2,000円／年

0.3％

現行どおり
現行どおり
現行どおり
現行どおり
現行どおり

課税を免除
600円／㎡・0.25％課税を免除

2,500円／年 3,000円／年
九
月
号
記
事
の
訂
正

九
月
号
の
記
事
中
九
ペ
ー
ジ
「
市
町
村

合
併
住
民
説
明
会
開
催
」
の
文
中
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）
水
道
受
益
者
負
担
金

（
正
）
下
水
道
受
益
者
負
担
金
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町
消
防
操
法
大
会
が
九
月
十
四
日

に
笠
松
競
馬
場
第
二
駐
車
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
消
防
団
員
の
技

術
・
資
質
の
向
上
と
士
気
の
高
揚
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
今

回
で
二
十
一
回
目
に
な
り
ま
す
。

大
会
に
は
、
二
種
目
に
十
一
の
隊

が
出
場
し
、
水
槽
か
ら
取
水
し
ホ
ー

ス
を
繋
ぎ
放
水
し
て
標
的
を
倒
す
ま

で
の
タ
イ
ム
や
操
作
の
正
確
さ
を
競

い
ま
し
た
。
出
場
し
た
団
員
は
、
仕

事
を
終
え
た
夜
や
休
日
に
積
ん
だ
訓

練
の
成
果
を
い
か
ん
な
く
発
揮
、
き

び
き
び
と
し
た
動
作
と
連
携
プ
レ
イ

に
来
賓
の
か
た
が
た
や
応
援
の
団
員

な
ど
か
ら
は
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
】

優

勝

第
二
分
団
長
池
班

準
優
勝

第
一
分
団
第
四
班

【
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
】

優

勝

第
二
分
団
田
代
班

準
優
勝

第
二
分
団
北
及
班

【
優
秀
賞
】

▼
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

指
揮
者

田
島
一
樹（
第
三
分
団
）

一
番
員

岩
瀬
可
尚（
第
一
分
団
）

二
番
員

山
田

誠（
第
一
分
団
）

三
番
員

伊
藤
公
一（
第
一
分
団
）

四
番
員

森

秀
昭（
第
二
分
団
）

▼
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部

指
揮
者

福
田
郁
朗（
第
二
分
団
）

一
番
員

石
田
輝
雄（
第
三
分
団
）

二
番
員

田
中
光
幸（
第
二
分
団
）

三
番
員

加
藤
寿
久（
第
三
分
団
）

九
月
十
一
日
、
今
年
度
中
に
八
十

八
歳
に
な
ら
れ
る
か
た
二
十
一
人
を

料
亭
「
吹
原
」
に
招
き
敬
老
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
広
江
町
長
の
あ
い
さ
つ

の
あ
と
、
加
藤
県
議
会
副
議
長
を
は

じ
め
と
す
る
来
賓
の
か
た
が
た
が
、

一
人
ひ
と
り
に
「
い
つ
ま
で
も
お
元

気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
お

祝
い
の
こ
と
ば
を
か
け
ら
れ
ま
し

た
。
出
席
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
鮎
料

理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
終
始
和
や

か
に
歓
談
さ
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
翌
十
二
日
に
は
、
七
十
五
歳

以
上
の
か
た
を
地
域
ご
と
の
会
場

（
中
央
公
民
館
・
松
枝
保
育
所
・
下

羽
栗
保
育
所
）に
招
い
て
、
敬
老
の

つ
ど
い
を
催
し
ま
し
た
。

広
江
町
長
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
の

祝
辞
に
続
い
て
、
余
興
で
は
歌
手

の
希ね

音ね

さ
ん
の
元
気
あ
ふ
れ
る
歌
と

ト
ー
ク
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
会
場
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
な

っ
て
保
健
師
に
よ
る
健
康
体
操
を
行

い
ま
し
た
。

き
び
き
び
と
し
た
動
作
の
団
員
た
ち

▲

▲会場の皆さんもいっしょに口ずさんだ希音さ
んの元気あふれる歌謡ショー

火
点
は
前
方
の
標
的

放
水
始
め
！

町
消
防
操
法
大
会

長
寿
を
お
祝
い敬

老
会
・
敬
老
の
つ
ど
い岐阜県共同募金会笠松町分会

387･5332

赤い羽根共同募金に
ご協力をお願いします

10月1日～12月31日

皆さんは、毎日の暮らしの中で、
国の行政機関やNTT、道路公団な
ど特殊法人の仕事に対して苦情や
要望をお持ちになったことはあり
ませんか？
当町では、総務大臣から行政相

談委員に委嘱された加藤司郎さん
がその解決と実現を図っていま
す。
相談は毎月第3水曜日の午後1時

から3時まで福祉会館で開設する
ほか、自宅（県町105 387・2793）
でも応じています。今月は通常相
談以外に15日（水）・16日（木）に行
われる特別町民合同相談でも行政
相談に応じます（10ページ参照）。
秘密は固く守られますので、お気
軽にご相談ください。
また総務省岐阜行政評価事務所

（岐阜市金竜町5－13 岐阜合同庁
舎　 264･1100）では、いつでも
行政相談に応じています。
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平
成
16
年
4
月
か
ら
入
所（
園
）を

希
望
さ
れ
る
か
た
の
受
付
を
開
始
し

ま
す
。入

所（
園
）す
る
保
育
所（
園
）

は
、
保
護
者
が
自
由
に
選
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

【
対
象
者
】

町
内
在
住
で
保
護
者
が
勤
め
や

内
職
・
自
営
業
に
従
事
、
病
気（
出

産
な
ど
を
含
む
）、
看
病
な
ど
の
理

由
で
昼
間
児
童
の
保
育
が
で
き
な

い
と
認
め
ら
れ
る
家
庭
の
児
童

※
障
害
の
あ
る
児
童
の
保
育
は
、
笠

松
保
育
園
で
行
っ
て
い
ま
す
。

【
受
付
期
間
】

10
月
1
日（
水
）〜
17
日（
金
）

【
受
付
場
所
】
各
保
育
所
（
園
）

【
申
請
用
紙
交
付
場
所
】

各
保
育
所（
園
）、
福
祉
健
康
課（
役

場
窓
口
）、
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

【
添
付
書
類
】

勤
務
証
明
書
、
内
職
証
明
書
な
ど

※
詳
し
い
こ
と
や
、
年
度
の
途
中
か

ら
の
児
童
の
入
所
、
他
市
町
村
の

保
育
所（
園
）へ
の
児
童
の
入
所
を

希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
福
祉
健

康
課（
役
場
窓
口
）ま
た
は
、
福
祉

健
康
セ
ン
タ
ー
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

●

第
一
保
育
所（
上
新
町
1
7
2
）

3
8
7
･
2
6
6
4

●

松
枝
保
育
所（
北
及
1
7
8
3
）

3
8
7
･
2
2
9
8

●

下
羽
栗
保
育
所（
無
動
寺
2
2
8
）

3
8
7
･
2
4
9
6

●

笠
松
保
育
園（
西
宮
町
44
の
2
）

3
8
7
･
2
9
4
7

保育所（園）の概要

保 育 所（ 園 ）

対 象 年 齢

一 時 的 保 育

通 園 バ ス

保 育 料

第一保育所

6 カ月～年少前

あり（ただし、1 カ月12日以内）

入所（園）を希望する児童の属する世帯の課税額の合計により算出

な　　し あり（ただし、年少以上）・無料

松枝保育所

1 歳 6 カ月～就学前

下羽栗保育所 笠松保育園

1 歳～就学前

平成
16年度

町
で
は
、
臨
時
保
育
士
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

採
用
期
間
・
勤
務
保
育
所
・
勤
務
時
間
な
ど
、
詳
し
く
は
福
祉
健

康
課
児
童
係
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

臨
時
保
育
士
募
集

福
祉
健
康
課

【月日】10月12日（日）
※雨天の場合10月13日（祝）

【時間】午前 9 時～正午

【場所】松枝保育所

昨
年
の
運
動
会

▲

親子のふれあいを大切にし、子どもの体力づくりと保育所間の交流を深めること
を目的として、第一・松枝・下羽栗保育所合同運動会を開催します。
皆さんお誘い合わせのうえお出かけください。

保
育
所（
園
）入
所（
園
）受
付
ス
タ
ー
ト

保
育
所（
園
）入
所（
園
）受
付
ス
タ
ー
ト

保
育
所（
園
）入
所（
園
）受
付
ス
タ
ー
ト
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スポーツ

レクリエ
ーショングラウンド・ゴルフで

ねんりんピックに出場
10月18日から21日まで徳島県で開

催される「ねんりんピック」のグラ
ウンド・ゴルフ競技に当町から次の
かたが出場されます。
健闘をお祈りします。（敬称略）
堀江　良昌（北及）
堀　　祐雄（円城寺）
岸田　光慶（長池）

町民ソフトボール大会

国民体育大会
（夏季大会）に出場
第58回国民体育大会（夏季大

会）が静岡県で 9 月12日から16
日まで開催され、当町からサッ
カー競技（少年男子）に坂本陽太
さん（北及）、槇田拓也さん（春
日町）、伊藤裕治さん（北及）が
出場し、全国の強豪を相手に健
闘されました。

町民ソフトテニス大会

高賀谷の 1 億年
前の地層から湧き
出た「高賀の森水」
の取水地が「高賀
神水庵」です。初
穂料として 1 回100
円を奉納していた
だくと水を（ 4 月～

11月： 7 時～18時30分、12月～ 3 月： 7 時30分～
18時30分）汲むことができ、くちこみでよく知ら
れるようになりました。そして、高橋尚子選手が
給水に利用されたとの報道により、一躍有名にな
り、県内外をはじめ中京圏からも「高賀の森水」
を求め、多くの人々が訪れるようになりました。

【アクセス】
●名鉄新岐阜駅から岐阜バス「高賀口」下車　徒
歩 5 分

●東海北陸自動車道「美濃IC」から約22km（車で
約35分）

【問合先】 企画振興課（ 0581･58･2111内線25）

洞戸村　高賀神水庵
清流と名高い長良川の最上流・源流に位置する

高鷲村は、春夏秋冬装いを変える大自然の中で長
い歴史に育まれてきた文化、知恵、技術などの豊

かさとそれを生み出
してきた先人の心を
受け継いできました。
水の絶えることの

ない長良川を遡って
いけば、そこは太平
洋と日本海の分岐点
です。ここにある
“ひるがの分水嶺公
園”の北約 3 キロメ
トール先には、源流
の碑もあります。

【アクセス】
東海北陸自動車道「高鷲IC」からR156を北へ約

15km（車で約20分）

【問合先】 産業振興課（ 0575･72･5111内線23）

高鷲村　長良川源流の里

4

8 月23日（土）
緑地公園内テニスコートほか

（敬称略）
◎一般男子の部
優　勝 森　　雅博・堀田　幸平
準優勝 武田　道夫・下口啓志郎
3 位 小原　基志・高橋　篤司
〃 服部　幹男・服部　哲斎

◎一般女子の部
優　勝 長谷川明里・金岩　宏美
準優勝 間野　理恵・金田　理沙
3 位 馬場　礼子・長崎千恵子
〃 片野　恵美・古川　美穂

◎中学生以下男子の部
優　勝 松原　有輝・森　陽一朗
準優勝 前田　大成・金森　俊樹
3 位 小見山直也・水野　友裕
〃 篠倉　洋士・森　　郁也

◎中学生以下女子の部
優　勝 田中　希和・宮崎亜里沙
準優勝 高野　寿恵・千村　詩織
3 位 野田麻都加・松原　実穂
〃 宮崎沙也加・遠藤　智美

8 月24・31・ 9 月 7 日
米野運動場ほか

●ファーストピッチの部
Aブロック
優　勝 北及第一
準優勝 月美・緑町
3 位 田代中、下新町

Bブロック
優　勝 朝日町
準優勝 米野
3 位 田代西
〃 春日・東陽・常盤町

●スローピッチの部
優　勝 無動寺
準優勝 円城寺
3 位 上柳川町、美笠通 3

▲9月9日、役場での激励会に訪れた坂本
さん（右）と伊藤さん（左）
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［問合
先］

岐阜南
社会保

険事務
所

273・6
161

国民年金保険料の
納め忘れはありませんか

ガ
ス
に
よ
る
火
災
や
爆
発
事

故
は
依
然
と
し
て
多
く
、
そ
の

多
く
は
ガ
ス
に
対
す
る
消
費
者

の
注
意
不
足
が
原
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
ガ
ス
に
関
す
る

知
識
の
普
及
、
ガ
ス
器
具
設
備

の
正
し
い
使
用
方
法
、
維
持
管

理
方
法
、
ガ
ス
漏
れ
時
の
対
応

方
法
な
ど
、
事
故
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
ガ
ス
の
性
質
を
知
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

○
都
市
ガ
ス

都
市
ガ
ス
は
、
空
気
よ
り
も

軽
い
の
で
、
漏
れ
た
場
合
は
天

井
付
近
に
た
ま
り
ま
す
。

○
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
、
空
気
よ

り
も
重
い
の
で
、
漏
れ
た
場
合

は
床
な
ど
の
低
い
と
こ
ろ
に
た

ま
り
ま
す
。

ガ
ス
が
た
ま
る
と
、
電
気
器

消防署
あっ！ガス漏れ！！
あなたはどうしますか？

羽島郡広域連合 388・1195

具
な
ど
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
た

と
き
に
出
る
小
さ
な
火
花
や
、

摩
擦
で
起
こ
る
静
電
気
が
火
種

と
な
り
爆
発
を
起
こ
し
か
ね
ま

せ
ん
。

そ
こ
で
、
も
し
ガ
ス
漏
れ
に

気
付
い
た
ら
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

①
部
屋
の
中
に
ガ
ス
の
臭
い
が

し
て
も
、
決
し
て
電
灯
や
換

気
扇
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
口
を
タ
オ
ル
や
ハ
ン
カ
チ
な

ど
で
覆
い
、
ガ
ス
を
吸
わ
な

い
よ
う
に
気
を
付
け
す
ぐ
に

ガ
ス
の
元
栓
を
締
め
ま
し
ょ

う
。

③
静
か
に
窓
を
開
け
て
、
ガ
ス

を
屋
外
へ
出
し
ま
し
ょ
う
。

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
場
合
は
、

座
布
団
な
ど
で
あ
お
ぎ
出
す

の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

④
ガ
ス
漏
れ
が
な
く
な
っ
た
と

過
信
し
な
い
で
、
す
み
や
か

に
ガ
ス
販
売
店
や
最
寄
り
の

消
防
署
に
連
絡
し
ま
し
ょ

う
。

●社会保険事務所では、保険料の納め忘れにより、大事な年金
権が失われないよう、電話による納付のご案内をしています。
また、社会保険事務所の「国民年金推進員」が身分証明書

を携帯して、直接ご自宅にお伺いし、国民年金制度のご案内、
届出の相談や保険料の納付をお願いしています。

●保険料の納め忘れがないよう、口座振替のご利用が便利です。
また、前納により一括して保険料を納付していただくと、保
険料が割引されお得です。

●最近、社会保険事務所の職員などを装った集団が、ご自宅に
電話をして、ご家族の勤務先の名称、所在地、電話番号を聞
き出すなど、個人情報の収集が全国的に行われています。

●社会保険事務所では、電話により個人情報を聞き出すことは
していませんので、不審な照会と思えるものには答えないよ
う、十分ご注意ください。

個人情報の収集にご用心



寿
手
芸
で
は
、
く
る
み
絵
・
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
・
袋
物
な
ど
、
和
紙
や
ち
り
め
ん
・
余
り
布

を
使
っ
て
の
物
づ
く
り
を
ワ
イ
ワ
イ
に
ぎ
や
か

に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

想
い
出
の
つ
ま
っ
た
古
い
着
物
地
な
ど
か
ら
、

世
界
に
一
つ
し
か
な
い
自
分
だ
け
の
も
の
を
仕

上
げ
た
時
の
達
成
感
や
喜
び
は
最
高
で
す
。

私
た
ち
と
一
緒
に
手
づ
く
り
の
よ
さ
の
再
発

見
と
手
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
あ
じ
わ
い
ま
せ
ん

か
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〔
活
動
日
〕
毎
月
第
2
火
曜
日

午
前
9
時
30
分
〜

〔
場

所
〕
中
央
公
民
館

〔
連
絡
先
〕
江
川

上
ノ
郷
谷

一
枝

宅

（

3
8
7
･
5
8
0
1
）

大
池
町

廣
江

勢
津
子

宅

（

3
8
8
･
0
7
4
5
）

手づくりのよさの再発見
寿手芸

・ 小松菜 ………………1ワ

・ 油揚げ ………………1枚

・ だし ……………カップ1

・ 油 ………………小さじ2

・ 醤油 ……………小さじ4

・ みりん …………小さじ2

・ 塩 ……………………少々

4人分材　料

小松菜と油揚げの煮びたし

な

ま

か

N
A
K
A
M
A

BOOK

「ねんねだよ、ちびかいじゅう！まて
え－っ！」－で始まるパパとちび怪獣
（坊や）とのおやすみの時間。ちび怪獣は
ちっともベッドに入ろうとしません。そ
んなちび怪獣とパパのやりとりをユーモ
アいっぱいに描いた楽しい作品です。

ね
ん
ね
だ
よ
、

ち
び
か
い
じ
ゅ
う
！

絵
本

著
者

マ
リ
オ
・
ラ
モ

発
行

平
凡
社

BOOK

小さな白いお家に仲良く暮らすコブタ
くんとコヤギさん。
コブタくんは庭仕事が、コヤギさんは
料理が得意です。時どきふしぎな、とん
でもないことが起こる二人の6つのお
話。

コ
ブ
タ
く
ん
と

コ
ヤ
ギ
さ
ん
の
お
は
な
し

児
童

著
者

ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
・
チ
ト
ゥ
ヴ
ル
テ
ッ
ク

発
行

福
音
館
書
店

除草剤でも枯れないコーンや大豆。カ
レイの遺伝子を持つジャガイモ。しかし、
それはほんの「序曲」に過ぎなかった－。
遺伝子組み換え作物の未来を問う、衝
撃のエンターテインメント作品。

G
M
O（
上
）（
下
）一

般

著
者

服
部
真
澄

発
行

新
潮
社

中央公民館・松枝公民館・総合会館の図書室には、毎週新しい本が入ってきます。
新着本は、ホームページの蔵書検索からご覧いただけます。

煮
び
た
し
は
、
身
近
な
葉
も
の

野
菜
で
作
る
、
ご
は
ん
に
ぴ
っ
た

り
の
お
か
ず
で
す
。
ち
ょ
っ
と
野

菜
が
足
り
な
い
な
と
思
っ
た
時
、

も
の
の
十
〜
十
五
分
間
も
あ
れ
ば

で
き
、
葉
も
の
野
菜
を
無
理
な
く

た
っ
ぷ
り
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
小
松
菜
と
油
揚

げ
の
煮
び
た
し
を
紹
介
し
ま
す

が
、
そ
の
他
に
も
キ
ャ
ベ
ツ
と
ベ

ー
コ
ン
の
煮
び
た
し
、
チ
ン
ゲ
ン

サ
イ
と
厚
揚
げ
の
煮
び
た
し
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

（
作
り
方
）

①
小
松
菜
は
洗
い
、
根
を
切
っ
て

四
㎝
長
さ
に
切
り
、
茎
と
葉
先

に
分
け
て
お
く
。

②
油
揚
げ
は
一
〜
二
分
間
ゆ
で
て

油
抜
き
し
、
縦
半
分
に
切
り
、

端
か
ら
一
㎝
幅
に
切
る
。

③
鍋
に
油
を
熱
し
、
小
松
菜
の
茎

の
部
分
を
入
れ
て
い
た
め
、
さ

ら
に
葉
先
を
入
れ
て
サ
ッ
と
い

た
め
、だ
し
と
油
揚
げ
を
加
え
、

醤
油
、
み
り
ん
、
塩
で
調
味
し
、

煮
た
っ
て
か
ら
中
火
で
二
〜
三

分
間
煮
る
。

★
煮
び
た
し
に
向
く
葉
も
の
野
菜

チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
、
小
松
菜
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
し
ん
と
り
菜
、
白

菜
、
み
ぶ
菜
、
し
ゃ
く
し
菜
、

か
ら
し
菜
な
ど
、
出
盛
り
の
も

の
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
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笠
松
保
育
園
で
は
、
毎
年
七
月
と

三
月
に
子
ど
も
た
ち
の
発
表
会
が
あ

り
ま
す
。
普
段
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な

い
保
育
園
で
の
様
子
や
子
ど
も
た
ち

の
成
長
が
見
ら
れ
る
と
あ
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
よ
り
も
家
族
の
人
た
ち
の

方
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
行
事
で
も

あ
り
ま
す
。

今
年
も
七
月
に
七
夕
祭
発
表
会
が

あ
り
ま
し
た
。
家
族
は
朝
早
く
か
ら

場
所
を
取
り
に
、
ビ
デ
オ
や
カ
メ
ラ

を
持
っ
て
集
ま
り
ま
す
。
広
い
遊
戯

室
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
の
観
客

を
前
に
し
て
子
ど
も
た
ち
は
何
回
も

練
習
し
て
き
た
お
歌
や
お
遊
戯
、
劇

や
楽
器
を
一
生
懸
命
披
露
し
て
く
れ

ま
す
。

頑
張
っ
て
い

る
と
こ
ろ
を
家

族
の
人
に
見
て

も
ら
お
う
と
、

真
っ
赤
な
顔
を

し
て
大
き
な
声

で
歌
う
子
や
、

ち
ょ
っ
と
照
れ

た
様
に
は
に
か

み
な
が
ら
セ
リ

フ
を
言
う
子

や
、
小
さ
な
子

笠松町道徳教育連絡会議

教育委員会だより

教育電話相談

〜
悩
ん
だ
ら
気
楽
に

電
話
し
て
く
だ
さ
い
〜

郡
四
町
教
育
委
員
会

2
4
5
・
1
1
3
3

8
月
24
日（
日
）に
、
羽
島
郡
子
ど

も
会
育
成
協
議
会
主
催
の
デ
イ
キ
ャ

ン
プ
が
、
笠
松
町
地
内
ト
ン
ボ
池
横

の
芝
生
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
川

島
町
・
岐
南
町
・
笠
松
町
・
柳
津
町

の
小
学
生
44
人
と
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
約
20
人
が
参
加
し
、
午
前
の
飯

ご
う
炊
さ
ん
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

近
く
の
ス
ー
パ
ー
へ
の
買
い
出
し
か

ら
、
火
お
こ
し
・
カ
レ
ー
の
準
備
と

す
べ
て
子
ど
も
た
ち
の
手
で
行
い
ま

し
た
。
育
成
者
の
か
た
も
30
人
程
み

え
ま
し
た
が
、「
口
は
出
し
て
も
手

は
出
さ
な
い
」
と
い
う
事
前
の
申
し

合
わ
せ
で
、
子
ど
も
た
ち
に
任
せ
て

見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

「
き
っ
と
し
ゃ
び
し
ゃ
び
の
カ
レ
ー

ス
ー
プ
に
な
る
と
こ
ろ
が
で
る
と
思

う
よ
。」
そ
ん
な
予
想
通
り
？
の
班

が
あ
り
ま
し
た
が
、
活
動
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
の
顔
は
光
り
輝
い
て
い

ま
し
た
。
世
話
役
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
の
人
た
ち
も
、
何
と
か
う
ま
く

作
ら
せ
た
い
と
真
剣
そ
の
も
の
。
は

じ
め
て
出
会
っ
た
仲
間
同
士
な
の

に
、
子
ど
も
っ
て
打
ち
解
け
る
の
が

随
分
早
い
も
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

午
後
は
川
島
町
・
笠
松
町
が
所
有

す
る
E
ボ
ー
ト
を
借
り
て
、
木
曽
川

下
り
を
行
い
ま
し
た
。
講
習
会
を
受

け
ら
れ
た
6
人
の
育
成
者
を
中
心

子

ど

も

の

成

長

の
中
に
は
び
っ
く
り
し
て
、
固
ま
っ

て
し
ま
う
子
や
泣
き
出
し
て
し
ま
う

子
も
い
ま
す
。
ど
の
子
も
無
条
件
に

可
愛
い
く
て
観
客
も
一
生
懸
命
に
拍

手
し
ま
す
。

今
年
、
年
長
に
な
っ
た
我
が
子
の

初
め
て
の
発
表
会
の
時
に
は
、
あ
ま

り
の
感
動
に
思
わ
ず
涙
が
出
て
き
た

こ
と
を
つ
い
最
近
の
こ
と
の
様
に
思

い
出
し
ま
す
。
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
私

に
べ
っ
た
り
で
、
よ
く
泣
い
て
と
て

も
手
が
か
か
る
子
で
し
た
。
そ
の
子

が
私
か
ら
離
れ
て
お
友
達
の
中
で
と

て
も
楽
し
そ
う
に
お
遊
戯
を
し
て
い

る
姿
を
見
て
、
思
わ
ず
涙
が
止
ま
ら

な
か
っ
た
の
で
し
た
。
こ
こ
ま
で
の

親
バ
カ
は
あ
ま
り
い
な
い
と
し
て

も
、
ど
の
ご
家
族
の
か
た
も
皆
さ
ん

我
が
子
の
成
長
に
感
動
し
て
、
今
日

は
い
っ
ぱ
い
褒
め
て
あ
げ
よ
う
と
子

育
て
の
原
点
に
か
え
り
、
あ
っ
た
か

い
気
持
ち
に
な
る
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
反
応
は
年
々
変
わ
っ

て
き
ま
す
。
年
少
の
こ
ろ
は
手
を
振

る
私
を
見
つ
け
る
と
、
満
面
の
笑
顔

で
手
を
振
っ
て
く
れ
ま
し
た
が
年
長

に
も
な
る
と
少
し
照
れ
く
さ
い
様

で
、隣
の
お
友
達
と
顔
を
見
合
せ
て
、

ち
ら
っ
と
こ
ち
ら
を
見
ま
す
。
そ
し

て
小
さ
く
手
を
振
っ
て
く
れ
ま
す
。

こ
れ
も
心
の
成
長
と
ま
た
ま
た
嬉
し

く
な
り
ま
す
。

子
ど
も
の
成
長
は
、
毎
日
頑
張
っ

て
子
育
て
し
て
い
る
保
護
者
へ
の
最

高
の
ご
褒
美
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
た

く
さ
ん
の
ご
褒
美
が
い
た
だ
け
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
今
か
ら
三
月

の
ひ
な
ま
つ
り
発
表
会
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
の
で
す
。

笠
松
保
育
園保

護
者
会
会
長

堀

祥
子

に
、
ボ
ー
ト
の
組
み
立
て
か
ら
こ
ぎ

方
の
練
習
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の

装
着
と
て
き
ぱ
き
行
動
し
て
い
ま
し

た
。
新
し
い
こ
と
へ
の
挑
戦
は
、
子

ど
も
の
目
を
実
に
生
き
生

き
さ
せ
る
も
の
で
す
。
当

日
は
残
暑
が
厳
し
く
、
用

意
し
た
給
水
所
の
お
茶
が

あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な

る
ほ
ど
で
し
た
が
、
川
へ

出
た
と
た
ん
、
元
気
よ
く

こ
い
で
い
き
ま
し
た
。

木
曽
川
の
川
面
か
ら
み

る
羽
島
の
地
・
水
の
流

れ
・
川
の
音
・
に
お
い
、

す
べ
て
が
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
貴
重
な
体
験
で
す
。

今
日
顔
を
合
わ
せ
た
者
同

士
が
、
協
力
し
て
ボ
ー
ト

を
進
め
た
今
回
の
体
験
は
、

子
ど
も
会
活
動
な
ら
で
は

の
良
さ
な
の
で
す
。
子
ど

も
た
ち
の
心
に
残
る
体
験

活
動
が
彼
ら
の
成
長
を
促

し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
、

こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
会
活

動
が
発
展
し
て
い
く
こ
と

が
、
よ
り
よ
い
人
づ
く
り
に
つ
な
が

っ
て
い
き
ま
す
。

体
験
っ
て
、
今
だ
か
ら
こ
そ
貴
重

な
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

体験するということ～子ども会活動を通じて～
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中央公民館

〈お問い合わせは〉
役 場
南 事 務 所

福 祉
健康センター

（町体育協会事務局）

388-1111

388-7171

388-3231

松枝公民館 387-0156
下羽栗会館

総 合 会 館

福 祉 会 館

387-2360

387-8432

387-1121

387-5332町社会福祉
協 議 会

北 事 務 所 387-6266

お
願
い

情
報

お知
らせ

高齢者インフルエンザ予防接種料の助成 福祉健康課

町では、インフルエンザの予防接種を受けられた場合に、
接種料の一部を助成しています。
【対 象 者】接種日に60歳以上のかた
【助成回数】 1 回
【助 成 額】1,500円（ただし接種料が1,500円未満の場合は、

その接種料）
【接種期間】10月 1 日から平成16年 1 月31日（予防接種の効

果から12月上旬までに接種されることをお勧
めします）

【申請期間】10月 1 日（水）から平成16年 2 月10日（火）
【接種医療機関】左記
※できるだけ指定医療機関で接種を受けてください。
次に該当するかたは、助成をしますが接種による健康被
害が生じた場合は、町では対応できません。
①指定医療機関以外で接種されたかた
②60歳から65歳未満のかたで心臓、じん臓、呼吸器の機
能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能の障
害があるかた以外
助成を希望されるかたは

【指定医療機関で接種される場合】
助成申請書などは医療機関にありますので、直接医療機
関に出かけてください。
【指定医療機関以外で接種される場合】
役場福祉健康課、福祉健

康センター、松枝公民館、
総合会館、福祉会館で助成
申請書などを受け取り、医
療機関に出かけて接種を受
けてください。

▼

指定医療機関

特別町民合同相談 秘書広報課

※法律相談のみ予約制です。
法律相談を希望されるかたは、10月 8 日（水）までに電話で秘書広報課秘書係（内線205）へお申し込みください。
時間の関係上、相談は 7 人までとし、定員を超える場合は抽選となります。

笠

松

町

川島町

岐

南

町

柳

津

町

区　分

法　律　相　談

悩みごと相談

行　政　相　談

人　権　相　談

心配ごと相談

相談員

弁 護 士

悩 み ご と 相 談 員

行 政 相 談 委 員

人権擁護委員・法務局職員

民 生 児 童 委 員

相談日

16日（木）

15日（水）

15日（水）

16日（木）

時　間

午前10時

午後 3 時

〜

場　所

福祉会館

内　容

取引・離婚などの法律的なこと

家庭内・近隣の悩みごと

国の行政機関やNTTなどの特殊
法人の仕事に対する要望･苦情

いやがらせ・名誉毀損など

家庭内・近隣の心配ごと
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388-3300
387-2257
387-0180
388-7666
388-8700
387-4504
387-6010
388-0100
388-3600
387-6161
388-0111
387-2217
（0586）89-2562
247-2626
249-1366
247-6630
278-1030
246-3553
247-5131
247-3322
246-7551
247-8828
246-8882
279-3588
270-0500
387-6367
279-5015
388-0121
387-8282
388-3838

円城寺971
上本町13
門間1270
門間853
田代若宮1098-1
美笠通3-20
米野243
田代815
奈良町119
門間578-1
泉町10
門前町67-2
松原町401-7
上印食7-12
野中2-94-1
八剣8-43
下印食2-45
三宅5-118
上印食3-178
野中3-220
八剣北4-87
三宅1-204
八剣1-24
佐波904
佐波800-7
蓮池2-24
高桑2166-1
丸野1-72
丸野1-70-1
宮東1-102

愛生病院
伊藤医院
岩村医院
おおかわ整形外科
片山クリニック
小寺医院
米野医院
さとう整形外科
杉山内科医院
羽島クリニック
松波健康増進クリニック
吉田胃腸科
内田医院
赤座医院
おおしろ内科
河合内科クリニック
北田内科クリニック
岐南外科医院
沢田内科
サンライズクリニック
野尻産婦人科
伏見医院
渡辺小児科
かねまつ整形外科
黒田内科クリニック
たじりか医院
たけのうちクリニック
松原医院
まるの内科クリニック
柳津病院



運動場・テニスコート（11月分）
【月　日】10月25日（土）
【時　間】午後 7 時30分～
【場　所】中央公民館 羽島郡スポーツ・レクリエーション祭

参加者募集 郡四町教育委員会

【月日・種目・会場など】
◆11月 2 日（日）

●クロリティー　小学生以上（川島中テニスコート）
◆11月 9 日（日）

●ペタンク　小学4年生以上（岐南町総合体育館多目的広場）
●ソフトバレーボール　16歳以上（岐南町総合体育館）
●ラージ卓球　30歳以上（岐南町総合体育館卓球場）
●グラウンド・ゴルフ　中学生以上（笠松町多目的運動場）
●ゲートボール　16歳以上（米野ゲートボール場）
●ターゲット・バードゴルフ　中学生以上（トンボ天国芝
広場）

●バリアゴルフ　小学生以上（柳津町境川緑道公園）
【申込締切】10月23日（木）
【申込・問合先】羽島郡四町教育委員会 245・1133

または、中央公民館

住宅金融公庫の高齢者専用リフォーム融資
住宅金融公庫名古屋支店

住宅金融公庫では、満60歳以上の高齢者のかたが自宅の
バリアフリーを含むリフォーム工事を行う場合のために、
専用のリフォームローンを用意しています。
【特　徴】
①毎月のご返済額は借入金の利息のみです。
②元金はお亡くなりになられた時に、相続人のかたが一
括返済されるか、担保提供された建物・土地の処分に
よりご返済いただくことになります。

③融資限度額は500万円です。
【問合先】住宅金融公庫名古屋支店　 052・263・2900
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今年のリバーサイドカーニバルは、テーマ「新しい時
と

代
き

」
キャッチフレーズ「川湊でワッショイ! ! !」と題して活力
あるイベントを開催します。
当日は、キャラクターショー、Eボート大会、川船遊覧、
大鍋を使った船頭鍋、乗馬体験など多彩な催しを行います。
また、食べ物や物販などのお店もたくさん用意しています。
皆さんお誘いあわせのうえご来場ください。

【月　日】10月19日（日）
【時　間】午前 9 時40分～午後 3 時50分
【会　場】木曽川河畔笠松港公園

※時間は前後する場合があります。

【主催】かさまつまちづくりイベント実行委員会　 388・1111（内線239）

9:40

10:00

10:20
10:30～11:30
10:40

12:00
12:00～14:00
12:30
13:00
13:30
14:00
14:30
15:00
15:30
15:50

時間 プログラム

オープニングプロローグ
円城寺芭蕉踊り

オープニングステージ
松枝小学校和太鼓演奏
開会宣言
あいさつ・来賓紹介

ぎふ羽島郡少年少女合唱団
Eボート大会実況（予選）
園児の演技
笠松幼稚園～町立保育所
～双葉幼稚園～笠松保育園

キャラクターショー（ドラえもん）
Eボート体験乗船会
下羽栗小学校鼓笛隊演奏
笠松中学校ブラスバンド
笠松清流太鼓
キャラクターショー（ドラえもん）
Eボート大会実況（決勝）
ファイナルステージ
大抽選会
閉会 ▲今年はEボート大会も開催! !



中央公民館

〈お問い合わせは〉
役 場
南 事 務 所

福 祉
健康センター

（町体育協会事務局）

388-1111

388-7171

388-3231

松枝公民館 387-0156
下羽栗会館

総 合 会 館

福 祉 会 館

387-2360

387-8432

387-1121

387-5332町社会福祉
協 議 会

北 事 務 所 387-6266

お
願
い

情
報

お知
らせ

木目込人形教室　　　笠松郵便局
笠松郵便局では、来年の干支（申）を製作する「木目込
人形教室」を開催します。是非ご参加ください。
【月　日】10月 3 日（金）・15日（水）の 2 日間
【時　間】両日とも午後 1 時30分～（ 2 時間程度）
【場　所】笠松郵便局 2 階コミュニティールーム
【定　員】20人（先着順）
【費　用】材料費2,300円程度
【持ち物】メウチ、ハサミ、ノリ
【申込方法】電話または笠松郵便局窓口の申込書によりお

申し込みください。
【申込・問合先】笠松郵便局総務課　 387・3401

在宅（非就業）歯科衛生士研修会
岐阜県歯科医師会

県歯科医師会と県歯科衛生士会が共同で、医療現場から
離れている歯科衛生士のかたを対象に、再就職のために必
要な、最新の知識・技術を提供する研修会を開催します。
【月　日】10月30日（木）
【時　間】午後 0 時30分～ 3 時30分
【場　所】岐阜会場…県民ふれあい会館

土岐会場…セラトピア土岐
【内　容】・歯周病のメインテナンス（PMTC）

・歯科衛生士による歯科口腔介護
・院内感染予防と滅菌、消毒法
・最近のトピックス（ホワイトニング）
・岐阜県歯科衛生士事情（望まれる歯科衛生士像）

【受講料】無料
【問合先】岐阜県歯科医師会　 274・6116

木曽川音楽祭2003ベルリン放送交響楽団
木曽川音楽祭2003実行委員会

【月　日】11月28日（金）
【時　間】午後 6 時30分開場／午後 7 時開演
【場　所】各務原市民会館
【入場料】前売りS席8,000円（当日8,500円）

前売りA席6,000円（当日6,500円）
※各務原市民会館、各務原市役所（企画政策課）
ほかで前売り発売中

【プログラム】
●ベートーヴェン…序曲「コリオラン」
●モーツァルト…ピアノ協奏曲第26番ニ長調「戴冠式」

（ピアノ　上原彩子）
●ベートーヴェン…交響曲第3 番「英雄」

【問合先】各務原市民会館　 0583・89・1818

働く人のための無料健康相談
岐阜労働基準監督署

岐阜地域産業保健センターでは、労働者が50人未満の小
規模事業場を対象に産業医・保健師などによる「無料健康
相談」を実施します。お気軽にご相談ください。
【月日・場所】
・10／11、11／ 8 、12／13、 1 ／10、 2 ／14、 3 ／ 6
マーサ（岐阜市正木1599-1 ）
・10／18、11／15、12／20、 1 ／17、 2 ／21、 3 ／13
カラフルタウン（柳津町丸野 3 - 3 - 6 ）
・10／25、11／22、12／27、 1 ／24、 2 ／28、 3 ／27
アピタ各務原店（各務原市鵜沼各務原8 - 7 - 1 ）

【時　間】午後 2 時～ 5 時
【内　容】
・健康診断の結果に基づく事後管理の方法
・生活習慣病の予防や治療に関すること
・過重労働による脳心臓疾患などの防止対策
・心の健康問題（メンタルヘルスケア）への対処　など

【問合先】岐阜労働基準監督署　 247・1101

町美術展実行委員会では、「第33回笠松町美術展」
を開催します。
開催期間中は、多数の作品展示とチャリティ小品

展を行います。お誘い合わせのうえ是非お出かけく
ださい。
【開催期間】11月 1 日（土）～ 3 日（祝）
【開催時間】午前 9 時～午後 5 時

（最終日は午後 4 時まで）
【開催場所】中央公民館・町民体育館
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自賠責保険・共済の期限は切れていま
せんか？ 中部運輸局岐阜運輸支局輸送課

自賠責保険・共済は、万一の交通事故の際の基本的な対
人賠償を目的に、バイク・原付自転車を含むすべての自動
車に加入が義務付けられている保険です。車検制度のない
バイク・原付自転車は、期限切れ、掛け忘れにご注意くだ
さい。
【問合先】中部運輸局岐阜運輸支局輸送課　 279・3714

ごぞんじですか？建退共制度
勤労者退職金共済機構　建退共岐阜県支部

～木曽川をみんなできれいに～
河川一斉清掃「川と海のクリーン大作戦」 建設課

「建退共制度」とは、建設現場で働く人たちのための制
度です。
【加入できる事業主】建設業を営むかたならどなたでも可
【対象となる労働者】ほとんど全ての建設業の現場で働く人
【掛　金】日額310円（10月 1 日より）掛金は全額事業主負担
で、損金または必要経費として処理できます。
○建設事業主の皆さんへ
・申込手続きは簡単です（加入時に経費はかかりません）。
・経営事項審査で加点されます。
・掛金は全額非課税で国が一部を補助します。
○建設現場で働く皆さんへ
・建退共の手帳を持っていますか？
・事業主が変わっても退職金は通算して計算されます。

【問合先】勤労者退職金共済機構　建退共岐阜県支部
276・3744

ごみ選別　やる気の妻が　家にいる
岐阜県第 5 回「ごみ対策」川柳コンテスト優秀賞作品

http://www.usiwakamaru.or.jp/̃kasamatu

◆飛騨シリーズ
1 日（水） 東海オールスタージョッキー
2 日（木）・ 3 日（金）

◆菊花シリーズ
12日（日） ミルクカップ
13日（祝） 飛騨牛カップ
14日（火）

15日（水） 岐阜金賞
16日（木）
17日（金） スプリント
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【日　時】10月26日（日）午前 8 時から 1 ～ 2 時間程度（小雨決行）
※中止の場合は、午前 7 時に防災行政無線でお知らせします。

【趣　旨】近年、川や海を利用する人が増えるにつれ、河原や海岸に捨てられるゴミの量も増えてきています。捨てられた
ゴミは、ひとたび大雨が降ると下流の地域や遠くは伊勢湾まで流れていき、環境問題になるばかりでなく、これ
らのゴミを処理するには多くの税金が使われることになります。川や海をだれもが気持ちよく、より快適に利用
するために、木曽三川・伊勢湾沿岸の主要河川流域が一体となり一斉清掃に取り組みます。

清掃活動に是非参加しましょう。

【集合場所】①米野運動場駐車場
②パターゴルフ場駐車場
③緑地公園駐車場

※ご都合の良い場所にお集まりください。
名
鉄
竹
鼻
線

名
鉄
竹
鼻
線

名鉄本線

運動公園 松枝
小学校
松枝
小学校 wパターゴルフ場駐車場

e緑地公園駐車場

笠松
小学校
笠松
小学校

主
要
地
方
道
岐
阜
稲
沢
線

主
要
地
方
道
岐
阜
稲
沢
線

J
R
東
海
道
本
線

J
R
東
海
道
本
線

国
道

号
線

22

国
道

号
線

22

東
海
北
陸
自
動
車
道

東
海
北
陸
自
動
車
道

木曽川
下羽栗
小学校
下羽栗
小学校

q米野運動場駐車場

10月1日は「浄化槽の日」です。この浄化槽の日は、浄
化槽の設置や管理などについて定めている「浄化槽法」
が、昭和60年10月1日に全面的に施行されたのを記念して
定められたものです。
浄化槽法では、浄化槽の設置者に対し、定期的に保守

点検・清掃・法定検査を行うことが義務付けられていま
す。
こうした維持管理を行うことで、浄化槽が適正に機能

し、さらには地域の水環境の保全につながることをご理
解ください。
【問合先】岐阜地域浄化槽協議会　 264・1111（内線223）

10月1日は「浄化槽の日」です

◎注意事項
①動きやすい作業着と運動靴で、安全確保に十分注意してください。

③拾ったゴミは、指定の収集場所まで運んでください。

②所定のゴミ袋を現地で配布しますので、燃えるゴミ・カン・ビン・
ペットボトル・金物などに分別して集めてください。
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行
政
相
談
、
人
権
相

談
は
自
宅
で
も
応
じ
て

い
ま
す
。

い
ず
れ
の
相
談
も
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

人権相談 人権擁護委員

行政相談委員 加藤司郎　県町105 387・2793

齋藤好子　中川町20 387・0812

保母勝壽　弥生町30 387・2782

後藤　稔　北及1183 388・1495

杉原貴子　中野256 388・1496

行
政
相
談

人
権
相
談

行政相談

笠松町歴史民俗資料館 TEL 058─388─0161
〒501-6052 笠松町下本町87
FAX 058 ─388─0185



15

11

18

25

4

10

17

24

31

3

9

16

23

30

2

8

15

22

29

1

12

19

5

13

20

2726
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7
可燃物（笠） 可燃物（松・下）

可燃物（笠） 可燃物（松・下）
古紙類など
紙製容器包装 可燃物（笠） 可燃物（松・下）

可燃物（笠） 可燃物（松・下） 可燃物（笠） 可燃物（松・下）

可燃物（笠） 可燃物（松・下）
古紙類など（笠・松）
紙製容器包装 可燃物（笠） 可燃物（松・下）

可燃物（笠） 可燃物（松・下） 可燃物（笠） 可燃物（松・下）

乳がん検診（50歳以上）
9:15～15:00

福祉健康センター
心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館
悩みごと相談
13:00～15:00   福祉会館

献血
9:00～10:30

中部サイデン㈱
（旧：（株）マルバン）

11:00～12:00
トーギ（株）

13:30～16:00
ユーストア

乳がん検診（50歳以上）
9:00～14:00

福祉健康センター

乳がん検診（50歳以上）
9:00～14:00

福祉健康センター

親子歯みがき教室
9:30～9:40

福祉健康センター
ポリオ予防接種
13:30～14:30

福祉健康センター

育児・マタニティ相談
10:00～11:30

第一保育所
心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館

ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30   福祉会館
1歳6か月児健康診査
13:30～14:10

福祉健康センター

乳がん検診（50歳以上）
9:00～14:00

福祉健康センター

身体障害者相談
10:00～12:00   福祉会館

体育の日

プレパマクラブ
9:50～10:00

福祉健康センター
乳児健康診査
13:20～14:10

福祉健康センター

特別町民合同相談
（P10 参照）

にこにこ教室
9:20～9:30

福祉健康センター
特別町民合同相談

（P10 参照）
ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30
福祉健康センター

健康相談
13:30～14:30   福祉会館

お誕生教室
13:20～14:00

福祉健康センター

家庭の日

フッ化物塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
育児・マタニティ・
健康相談
13:30～14:30

下羽栗会館

ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30   総合会館

育児・マタニティ相談
10:00～11:30

第一保育所
心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館

フッ化物塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
3歳児健康診査
13:10～13:50

福祉健康センター

乳がん検診（30～49歳）
8:45～14:30

福祉健康センター

フッ化物塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
健康相談
13:30～14:30   福祉会館
育児・マタニティ・
健康相談
13:30～14:30

福祉健康センター

フッ化物塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30
福祉健康センター

ポリオ予防接種
13:30～14:30

福祉健康センター
心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館

乳がん検診（30～49歳）
8:45～14:30

福祉健康センター

乳がん検診（30～49歳）
8:45～14:30

福祉健康センター

日 月 火 水 木 金 土

かさまつホームカレンダーと資源とごみのカレンダーをあわせてご覧ください。

10月
October

今月の納税・納付

町県民税 3 期分

国民健康保険税 7 期分

介護保険料 7 期分

納期限10月31日（金）まで
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次
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
3
人
の

か
た
に
図
書
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

問

第
12
回
リ
バ
ー
サ
イ
ド
カ
ー
ニ

バ
ル
2
0
0
3
の
開
催
は
10
月

何
日
？

応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
問
の

答
え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
10
月
末

日
ま
で
に
秘
書
広
報
課
広
報
ク
イ

ズ
係
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

当
選
者
は
広
報
か
さ
ま
つ
12
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

8
月
号
ク
イ
ズ
の
答
え

8
月
15
日

当
選
者

（
敬
称
略
）

田
原
純
子
、
道
家
浩
圭
、
吉
井
祐
子

広
報
ク
イ
ズ

「
火
点
は
前
方
の
標
的

放
水
始

め
！
」
9
月
14
日
、
厳
し
い
残
暑
の

な
か
行
わ
れ
た
町
消
防
操
法
大
会
。

応
援
の
団
員
た
ち
に
見
守
ら
れ
、
き

び
き
び
と
し
た
動
作
で
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
す
る
団
員
た
ち
。

表

紙

岩越智俊・美和さんの子

岩
いわ

越
こし

咲
さ

菜
な

ちゃん（司町）山
やま

田
だ

蒼
そう

汰
た

くん（江川）

山田真二・千恵さんの子

まちの人口
平成15年9月1日現在

人 口 22,096人
男　　10,640人

女　　11,456人

世帯数

7,426世帯

前月比

（減20）

（減14）

（減 6）

（減 2）

（
関
連
記
事
4
ペ
ー
ジ
）


